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我
が
国
は
、
人
口
構
造
の
高
齢
化
と
長
寿
化
が
世
界
に
例
を
見
な
い
早
さ
で

進
行
し
て
い
ま
す
。
国
の
予
測
で
は
、
一
一
十
一
世
紀
初
頭
に
は
四
人
に
一
人
が

六
十
五
歳
以
上
と
い
う
、
い
ま
だ
ど
の
国
も
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
超
高
齢
社
会

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
向
市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
市
は
、
間

近
に
迫
っ
た
高
齢
化
社
会
を
、
人
々
が
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る

活
力
の
あ
る
長
寿
・
福
祉
社
会
と
し
て
実
現
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

日
向
市
の
現
状

　
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま

え
国
の
高
齢
者
保
健
福
祉
レ
カ
年
戦
略

に
基
づ
い
て
、
．
平
成
レ
一
年
－
度
を
〕
口
標

に
、
「
目
向
市
老
人
保
健
福
祉
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
一
こ
の
計
．
画
に
よ
り
、

保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
い
っ
そ
う
の
充

実
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

　
今
回
、
そ
の
福
祉
計
画
の
概
要
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
．

平
成
六
年
度
に
．
ヵ
所
、
平
成
十
一
年

度
ま
で
に
さ
ら
に
一
ヵ
所
そ
れ
ぞ
れ
定

員
圧
十
名
の
施
設
を
増
設
し
ま
す
．

●
ケ
ア
・
ハ
ウ
ス

施
設
福
祉

●
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
身
体
機
能
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
独

流
し
た
生
活
が
困
難
な
高
齢
者
の
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
確
保
を
亟
点
に
し
た
新
し

い
タ
イ
プ
の
軽
費
老
人
ホ
’
ー
ム
で
す
．

　
現
在
日
向
市
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
．
．
一

唇
歯
を
整
備
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
．

●
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ

人事
’月

露1・

　　年
【・

ノ、　　’

三日王』

’現ろ㌧

ノ、

「

セ

ン

ト
レ

「司

齢
者

在
k

ヒ
T・

ヒ

日

九

三
九

人

／
［
：

F

ヒ
「
1

卜

人

卜

年六
・1・

こ〆ll

．下一歳

九以
白　ヒ

111の

十人
　　目

人は
日平　　’
九成平昭昭
｝’五成繰車
一年　：六111

の
総
数
も
、
ま
た
人
口
に
占
め
る
割
合

も
年
々
ヒ
昇
し
て
い
ま
す
．
平
成
卜
．

年
に
は
高
齢
者
総
数
は
、
．
万
二
百
六

ト
九
人
、
割
合
に
し
て
．
八
・
四
パ
ー

セ
ン
ト
に
達
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
．

住
み
よ
い
ま
ち
の

明
旧
が
見
え
る

　
六
十
κ
歳
以
し
の
身
体
ヒ
ま
た
は
精

神
ヒ
著
し
い
障
害
が
あ
り
常
時
の
介
護

を
必
要
と
す
る
音
が
、
居
宅
に
お
い
て

適
切
な
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
困
難
な

場
合
に
入
所
で
き
る
施
設
で
す
．

　
現
在
．
力
垢
（
定
員
充
レ
名
駅
回
す
が
、

　
　
　
　
」

設を技た
1こ1庸自下めシ

向え訓のル
けた練働バ
て施主く1
取設’拠人
りで軽点材
組す作とセ
ん｝ ﾆしン
で」卜室てタ
い成な　’i
まノくどfi牙び）

す年の修会
一度機室員

　　新能’の

　
　
　
＝
一
」

　
　
　
　
　
」
丘

舜
樺
誘

ン
タ
ー
に
送
迎
し
て
、
健
康
チ
ェ
ッ

ク
・
入
浴
・
食
事
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
や

日
常
動
作
訓
練
を
行
い
ま
す
．

　
現
在
、
寝
た
き
一
1
・
虚
弱
老
人
、
痴

呆
性
老
人
と
も
に
一
ヵ
所
で
す
が
、
寝

た
き
ー
ー
・
虚
弱
老
人
に
つ
い
て
は
、
四

カ
所
増
設
し
ま
す
．
こ
れ
に
よ
り
週
．

回
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
も
週
．
一
回
に
な
り

ま
す
．

‘

疇，室｝き．

・診）θロ

z．，
　9
　　3
L、　 ■

在
宅
福
祉

●
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
ひ
と
り
暮
ら
し
、
寝
た
き
り
、
痴
呆

な
ど
高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る
悩
み
、

相
談
、
保
健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に

つ
い
て
、
専
門
家
が
無
料
で
相
談
に
応

じ
る
施
設
で
す
．
．

　
現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
永

寿
園
」
に
併
設
し
て
あ
る
　
カ
所
だ
け

で
す
が
、
今
後
増
設
予
定
の
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
そ
れ
ぞ
れ
併
設
し
、
計

．
．
一
カ
所
に
し
ま
す
．

＼

尊

　
＼

一
　
　
殴
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「
石

　
さ
コ
く

訟
9

§
、

●
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
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〔ハ
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〕
　
　
　
　
　
　
ノ

伽
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．
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．
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●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

　
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
な
ど
の
い
る

家
庭
や
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の

家
庭
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
や
介
護
ヘ
ル

．
パ
：
を
派
遣
し
、
身
体
に
関
す
る
介
護

や
家
事
に
関
す
る
お
世
話
を
し
ま
す
．

　
現
在
、
常
勤
士
．
一
人
、
介
護
四
十
二

人
の
ヘ
ル
パ
ー
が
い
ま
す
が
、
平
成
卜

一
年
度
ま
で
に
、
常
勤
．
一
f
一
人
、
介

護
九
ト
人
に
し
ま
す
．
こ
れ
に
よ
り
週

二
回
し
か
派
遣
で
き
な
か
っ
た
の
が
、

週
四
回
ま
で
派
遣
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
．

●
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
＼
、
ノ

∫
乙

　
　
、

！

／1 ！

／
fこ、
，一

Fや

　
家
族
の
方
が
、
病
気
や
冠
婚
葬
祭
・

旅
行
・
介
護
疲
れ
な
ど
で
一
時
的
に
お

年
寄
り
の
介
護
が
で
き
な
く
な
っ
た
と

き
、
老
人
ホ
ー
ム
で
原
則
と
し
て
七
日

間
一
同
）
ま
で
お
世
話
す
る
も
の
で
す
．

　
現
在
、
ベ
ッ
ド
数
八
床
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
同
凹
数
年
里
－
凶
り
．
八
・
L
ハ
尉
凹
　
〔
．
目
凹
七

日
間
〕
を
、
四
十
一
．
床
に
増
設
し
年
レ

ニ
同
（
八
十
四
日
｝
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
ま
す
．
．

’

問
口
腔
指
導
及
び
栄
養
指
導
｛
寝
た
き

り
・
虚
弱
老
人
〕
は
年
．
回
、
痴
呆
性

老
人
訪
問
指
導
は
年
一
．
．
回
、
訪
問
看
護

要
介
護
老
人
は
週
一
同
行
い
ま
す

　
ま
た
、
健
康
教
育
も
、
月
．
同
は
学

習
を
受
け
ら
れ
る
機
会
を
持
て
る
よ
う

年
百
．
．
差
回
開
催
し
、
健
康
相
談
も
月

一

●
給
食
サ
ー
ビ
ス

　
在
宅
の
虚
弱
な
一
人
暮
ら
し
老
人
や

虚
弱
な
高
齢
者
夫
婦
の
み
世
帯
を
対
象

に
週
五
同
の
生
活
援
助
型
の
給
食
サ
ー

ビ
ス
を
平
成
六
年
度
か
ら
開
始
し
ま
す
．

、
回
柑
談
を
’
…
∠
け
ら
れ
る
よ
う
年
．
〆
臼

し
ト
回
行
い
ま
す
．

　
健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
利

用
状
況
が
低
い
の
一
、
」
、
そ
の
た
切
y
、
」
の

P
R
に
努
め
、
「
自
分
の
健
康
は
自
分

て
管
理
す
る
一
と
い
っ
た
意
識
の
定
着

を
目
指
し
ま
す

’

保
健
サ
ー
ビ
ス

　
在
宅
の
寝
た
き
り
や
虚
弱
ま
た
は
痴

呆
症
の
お
年
寄
り
を
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

　
機
能
訓
練
〔
六
十
五
歳
以
L
）
は
週

．
一
同
、
訪
問
指
導
（
寝
た
き
ー
ー
老
人
ま

た
は
四
十
歳
以
上
）
は
年
十
一
．
回
、
訪

在宅高齢者福祉サービス

　『総合福祉カーhシステム

登録申請者
（利用者）

1カート登録日∋請

良一一一一　＿

一／
　ヒ面接調査

　　カード交付登録 　　　　ノリ

Il謹話／

　　〆〆

／／

〃
ノ

5サーヒス提供

4カート

　　申

　へ＼
　　　踏

　　　’＼．

登録内容’・

　の通知＼

　巳サーヒス
　㌦提供報告
、∵
へ．

駆．L

薗屡
サービス
実施機関

　日向市では、」卜成5年4月から市民の方々がわずらわし

い丁孫売きなしに’総含福祉カード＝を’錠施機関に提示するこ

とにより、希望する福祉サーービスが受けられる在宅高齢者．

福祉サービス総合福祉カード∠システムを実施しています

　中し込み・問い合わせば、市福祉事・務所・老人宇畠祉係｛費

内線216勘へ
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四人件費の状況（普通会計決算）

区　分
噛1’成1で1度

住民基本台帳人口
5331現rl　｝9156ノ、

　歳出額A　　人f†費B　…人1‘i費・辛BA
2〔　2611　21けT［II　　　3　785　b9〕T111　　　　　　　18　7［1

．　　　　量　　　　　　　　ノ、　

「
」
1 ；　ぜセ　 ：　二　 ：　よ　　噛　　　　甘　～ i」　職　 o「　〕　丁

」
．
　 ’乏　 つ　　 炉　［之

酬　 を　　含　 ．7A　　 ま　　貿．

回職員給与費の状況（普通会計予算）

区　分　　…職員数A
　　　　　　　　給

給

朴　　職員手当

平成」年度　　　49〔1人　　L839，737丁・円　3略，．にδ．「．円

与　　　　費
…期永動勉f．」li

922．713． u．円

　　　　　1ノ、当た飛F「」費

　・llβ　　　BA
l．l17〔1，878下・円　　62〔｝7下．llI

．l　l　別職，教育王ゴFへきます

　2職員丁11；．．　」円円τ噛1ilまrぐみま　ん

　3　　》．定そ：よL　．」ん5砕」「比し1初」∫＝ヒ，．、こFil　しさオLオ：lr．＝亭｝リ、丁，～》．己乞㌔Llf＿L．＝2「㌔．｛」1なま1

圖職員の平均給科月額及び平均年齢の状況

　　．　　　　一般行政職
区　分

　　　　　　⊥　平些二審魍二一．平均年齢

　　　　319，526FI　　　　　．1i．6歳日向市．」

国　… 284，〔1〔｝3111　　　　　38．7歳

目職員の初任給の状況

　　　　旨　日　　向　　市　ヨ　　　国

区分 _噺醜糠麻毒謬一挙編
　　　　　ナ　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　
一般1轡1‘～1・．脚旦115・3｛｝。L聖塑・川Ll∫訓‘1

行政職．高校・r：136，2〔叫リ1．16，6〔｝⇔円131，9〔｝〔1［【lU1、｛［〔旧11」

圖職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

区分i経験年数10年…経験年数15年1経験年数20年

一　般、大学卒：245．600｝II　286．44〔｝円

行政職’商校卒．200．3〔．）0「II　　257・5〔．｝〔｝｝1｛

317．53311」

299．60〔1「Ij

囹一般行政職の特別職員数の状況

区分　　1級　　2級
　　　　　ニ　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事主事｝三下．仁事貌昇ll，晶挽請，諒点　課長

3級　　4級　　5級…6級　　7級…8級　　9級　　計

鶴離n・

職員数…2人　6人
構成比旨〔1．7％　2，（｝％

32ノ＼　　　　36ノ、　　　　3〔〕ノ、　　　　68ノ＼　’　　85ノ＼　　　　　　　　　　　　7ノ＼　　　　291ノ＼

H．〔1％　　12ド1％　　m．3？6　23，．1％　　29．2％　　8．〔5％　　2．．↓％　　1〔1〔1％

　ウ
　k
25人

・II日6句rl∫の裕’∫・条停咀に基つ（和H衣のr茂［く：分によっ職員数です

　
市
職
員
の
給
与
は
、
国
家
公
務
員
の
給
う
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
市
議
会
の
審
議
を
経
て
条
例
や

規
則
な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
．

　
今
同
は
、
市
職
員
の
給
卜
7
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
．
．
．
平
成
五
年
四
月

．
H
現
在
の
職
員
給
与
な
ど
の
状
況
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
，

市
職
員
の
給
与
な
ど
を
公
表
し
ま
す

回職員手当の状況
　（1）期末・勤勉手当

　　　　日　向　．市
区分，
　　　期末手当

　　　　　　　国
勤勉一』’T．　　　　　　　L．

6二期　　1．6月分　　 IL61」分　　　1．6月分　　 〔L〔3月分

12月期　　2．1月分　　 〔L6月分　　 2．1」」分　　 【L6月分

3月期…r｝．一謂分

　　　
面1．　　　　　4．2511ラ｝

その他の　職制しの段階、職務の級

加算措置　㌔による加算措置　有

　　　　｛｝rr月分

1．2月ラナ　　　　　．婁．25月う♪　　　　　1．2∫1ラ｝

　　　職胡卜．の段階，職務の級
　　　　」によるりll算：措置イ1’

圖特別職の報酬などの状況

区分．給料・報酬

　　　　　　　マ†∫　　長　…　　806．〔）α）

　　　期末手当ト
i　6月其巧　　　！2月其月　…　3月其珂　　　　口十

②退職手当

　　　…　　　　日　向　市
区分民獄一勧奨．定年
　　　　　　　　　　勤続20年：21．〔リ1分　28．8乃月ク」・

勤続25年　33．75月分　．1．L55月うナ

1
玉一

自己都口3勧奨・定年

勤続35年　且7．5月分

最高限度額　6仙1り」分

その他の
加1算：措置

助役…6．15．〔脚　L6月テナ

　　　収入役…　576，〔1〔燈

退職時　　　　P∫．
特別昇給

1ノぐ［iたり　　　　「

　　　1け．2〔19
平均支給額

62．7月分

21．〔り1り〕、　　28．875月ラ」、

33，75月分

．i7．5月ウ動

62、7月分辱　5〔L｛りDl’

定1目f早期
退職1例措1討1圏

2「　2け％1川舜

勧矢2号
定年1レ」．

　　　．11
　26、〔15．1

　　．茎4　 一一

m
j ワ♪

　　　62」月分

　　　52．ア月り♪

　　定’田ll㌧1．期

　　退職わ例措置
　　2％．一．2〔｝％1川算

1｝∫．　　　Pj．

2．1メ」ラ至　 ξ　，551」ラ，、　．婁，25県」つ，

議長．．川｝．〔朕）

副議長　　3一〔｝．〔［〔10　　L61」分　2．111分〔1・55月分．L2511分

誕員　33。，。。。

Il　Dめざ1用lll改定

ム冷腹∵．判－1；」l！警「’よ油1「愛；一三1∴

5

郵ヒ

鐙顧

「
う
ち
の
子
に
限
っ
て
…
」
と
は

決
し
て
＝
＝
ロ
え
ま
せ
ん

　
．
．
戚
の
．
r
が
、
ト
一
．
、
戊
に
な

る
ま
で
の
f
年
間
に
、
お
よ
そ

．
〔
ト
し
し
人
に
．
人
が
交
通
事
故

で
死
傷
し
て
い
る
と
い
う
r
ー

ダ
が
あ
り
ま
す
、
つ
ま
り
、
小

　
春
休
み
、
臣
か
く
な
っ
た
屋

外
ぐ
元
気
に
遊
ぶ
．
r
ビ
も
た
ち

の
姿
が
あ
ち
こ
ち
曳
見
ら
れ
ま

す
一
ま
た
、
訴
入
唱
．
r
・
新
入
園

r
」
．
r
ど
も
た
ち
の
行
動
範
囲
も

グ
ン
と
広
が
－
ー
ー
ま
す

　
こ
の
時
期
、
．
声
聞
紙
ヒ
を
最

も
賑
わ
す
の
が
．
r
ど
も
の
交
通

事
捗
眠
で
み
引

　
．
r
ど
も
た
ち
は
、
通
学
・
通

園
な
ど
．
人
で
、
ま
た
．
r
ど
も

た
ち
だ
け
で
慣
れ
な
い
道
を
歩

く
こ
と
に
な
－
ー
ー
ま
す
．
衝
動
的

に
動
く
こ
と
の
多
い
．
r
ど
も
た

ち
に
、
交
通
安
倉
の
志
誠
を
持

た
せ
る
の
は
、
大
人
た
ち
の
務

め
て
す
．

　
八
－
∵
度
、
家
庭
内
曳
交
通
｛
女

全
の
指
導
を
し
て
く
だ
y
・
」
い

　
．
r
ど
も
は
、
視
の
後
姿
を
見

て
育
つ
レ
ニ
．
口
い
ま
す
．

い
く
ら
．
r
ど
も
に
口
や
か
ま
し

く
L
父
通
安
人
E
の
着
目
丁
を
し
て
も

視
自
身
が
、
そ
れ
に
反
す
る
行

動
を
し
た
り
、
自
ら
の
交
通
安

ヘ
ヒ
に
無
閃
心
＼
あ
っ
て
は
、
何

に
も
な
り
ま
せ
ん

　
ま
ず
魂
自
身
が
自
ら
の
安
全

疑
戚
を
高
め
、
家
庭
の
中
に
、

常
に
交
通
安
全
に
気
を
配
る
冤

囲
気
を
し
っ
か
り
根
付
か
せ
る

こ
と
が
た
切
＼
す
一

親
自
ら
交
通
安
全
の
意
識
を

「＝

V
入
学
（
園
）
児
童
燭
園
遣
．
事
故
か
ち
－
好
り
ま
：
レ
よ
う
］

交
通
安
全
は
家
庭
か
ら

学
校
．
ク
ラ
ス
に
．
人
以
ヒ

は
、
葺
故
に
遭
う
胡
算
に
な
り

ま
す
．
「
う
ち
の
．
r
に
限
っ
て

…
」
と
は
決
し
て
　
、
口
え
ま
せ
ん
．

ど
の
家
庭
に
も
起
こ
り
’
仔
る
こ

と
な
の
矢
す
．

　
ま
た
、
事
故
て
死
傷
し
た
．
r

レ
も
〔
．
八
筏
以
．
卜
　
の
約
六
卜

二
％
は
歩
行
中
で
、
し
か
も
そ

の
約
八
割
が
道
路
の
横
．
團
中
に

事
故
に
遭
っ
て
い
ま
す

　
多
く
の
場
合
、
信
ロ
ゲ
機
や
横

．
断
歩
道
の
な
い
道
路
て
、
・
目
宅

の
す
ぐ
近
く
曳
事
故
に
遭
っ
て

い
ま
す
一

　
訴
人
学
・
新
入
園
の
季
節
を

機
に
、
．
r
と
も
の
通
学
∴
翅
園

路
の
危
険
個
所
を
調
べ
て
み
て

は
い
か
が
て
し
ょ
う
か

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
へ

安
全
運
転
5
つ
の
ポ
イ
ソ
ト
ー
・

日
学
校
や
幼
稚
園
・
公
園

の
付
近
な
ど
は
子
ど
も
の
生

活
圏
で
す
．
団
壬
ど
も
の
早
期

発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
．
．

目
デ
ど
も
の
姿
を
見
か
け
た

ら
、
そ
の
反
対
側
に
も
目
を

向
け
ま
し
ょ
う
．
反
対
側
か

ら
別
の
子
ど
も
が
飛
び
出
し

て
く
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
．

目
「
交
通
「
生
の
少
な
い
通
り

だ
か
ら
…
」
と
油
断
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
．
．
壬
ど
も
の
鋒

故
は
、
人
通
り
の
少
な
い
広

い
道
路
で
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
．

回
駐
・
停
車
車
両
や
対
向

走
行
車
両
の
陰
に
チ
ど
も
の

存
在
を
予
測
し
ま
し
ょ
う

団一

｡
断
歩
道
へ
は
、
必
ず

戒
速
体
勢
て
接
近
し
、
不
意

の
「
飛
び
出
し
」
に
備
え
ま

し
よ
・
つ

　
　
　
こ
、
　
カ
ー
」

　
ま

　
　
　
，
／
　
　
F
V
幽
隠
ノ

．
．
年
生
程
展
の

や
た
人
の
侭
賦

れ
ば
奏
全
を
ト

と
が
で
き
ま
せ

　
　
」
こ
力
日
し
十
恥

　
才
F
i
’
V
ρ
ー
ノ
　
ρ
．
i

せ
ず
、
視
の
保

せ
る
と
い
う
の

則
て
す
．

が誠　’ん分や∫一や
安．卜－　一　．確1「’．ど小

全で人　　保督も学
の行．歩　　すがは校
た動き　るな’・
原ささ　　こけ視　’

4



　　　●　・

日向路だより．

7

【南郷村】

百済の里のちいさなふれあい美術館

　　　　　　百済の里再発見

　4月29日から5月10日のゴー一1レ

デンウィーク期間中、百酒の里・南

郷村で商店街の店舗の一部をギャラ

リーとして、「ちいさなふれあい美術

館」を開催します．

　「百済の果の無名の芸術家展」、

「宮崎のイベント・ポ．スダー展一や

由郷村と姉妹都市・卓1国扶賑から

は焼き物を展示し、町の様」㌃も写

真などで紹介します

　また、連休後半には、百済の戸

前にて村の若者による韓国伝統農

楽「サムルノリ1も実演されます「ふ

れあい美術館」は、Fイ済の館から

歩いて同れるように設定されていま

すので、また違った百済の里を乳

見できるかも知れません、

　皆さんのお越しをお待ちして．いま

す　壕華景品の当たる、お楽しみ

抽選会も準備しています．1

　問い合わせば、百済の咀ちいさ

なふれあい．美術館実行：委．員会〔容

llllDへ、

【椎葉村】

夢織の館で共同学習

　付の中心地、．L椎葉にセミナー

ハウスが完成しました．．槍葉の学

校は複式学級が多いため、この施

設で集団生活を送りながら理想

的な人数編成のア習ができるよ

うにしたものです」F成6年度か

ら学年間、学校間や他町村との交

流研修など多様に利用されます．

椎葉村に完成した「夢織の館」

　
皆
ン
．
・
ん
は
、
テ
レ
．
ヒ
で
冬
季
矛
リ

ン
．
ヒ
，
ク
を
見
ま
し
た
か
？
多
く
の

へ
は
寸
リ
ン
　
’
ク
の
問
に
あ
ん
ま

　
眠
師
．
ま
せ
ん
て
し
∫
．
し
か
ウ
天
は
、

私
は
冬
季
オ
リ
ン
．
．
ヒ
ソ
ク
に
あ
ん
ま

一
甘
味
が
な
か
っ
た
の
＼
、
ほ
と
ん

ピ
テ
レ
ビ
を
見
ま
せ
ん
’
「
．
㌧
し
た
　
た

「
’
ア
．
イ
ス
・
ホ
．
．
ヶ
1
に
興
味
が
あ

．
■
ま
㌧
た
　
【
私
は
ア
メ
リ
カ
の
．
N
．

H
、
」
ル
た
好
き
で
す
一
私
は
ス

ゥ
「
一
－
一
．
丁
ン
か
へ
厄
メ
ダ
ル
を
勝
ち
取

る
事
・
二
、
カ
ナ
ダ
の
銀
メ
ダ
ル
を
．
、
r

想
し
て
い
ま
し
た
の
て
、
．
一
．
棚
，
当

た
、
て
レ
ニ
．
、
も
う
れ
し
か
自
．
た
で

す
　
私
は
H
乍
選
f
の
イ
ヘ
ン
ト
を

あ
ん
ま
り
見
ま
せ
ん
で
し
た
刀
、
七

口
団
臼
の
K
．
．
．
　
ス
キ
ー
・
ン
詞
．

ン
フ
を
見
ま
し
た
　
1
1
乍
チ
ー
ム
の

原
川
之
ア
は
、
日
取
仙
佼
の
ン
ヤ
ン
．
フ
を

実
敗
し
て
一
’
ま
い
」
メ
．
ダ
ル
を
秘
得

で
き
ま
せ
ん
て
し
た
．
多
．
く
の
へ
は

り
て
の
古
年
　
ま
’
寛
・
凡
！
、
い
る
「
「
．
・
し
』
，

う
　
　
硅
凡
　
’
・
一
一
へ
」
ね
　
　
し
．
か
し
剛
　
日

．
餐
押
割
メ
ダ
し
を
．
つ
勝
ち
取
り
ま

し
た
　
り
て
．
の
し
，
張
メ
ゲ
ル
．
．
つ
ヒ

　　

@　

@　

@　

ｨ
叢
」

銅
メ
．
ダ
ル
．
．
つ
も
獲
潤
「
」
き
ま
し
た

ね
．
皆
v
、
、
ん
は
こ
れ
を
レ
一
う
思
い
ま

し
」
．
し
か
　
皆
ン
．
7
ん
の
期
待
を
満
足
y
こ

せ
ま
し
た
か
？
そ
れ
レ
一
も
が
っ
か
一

し
ま
し
た
か
？
私
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
『
銅
メ
ダ
ル
一
つ
を
一
’
塾
し
た

の
て
す
ご
く
う
九
．
し
い
て
す
．
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
斗
人
の
ス
．
ポ
ー
ツ
が
レ
　

て
も
片
f
－
か
ら
、
そ
の
メ
ダ
ル
は

†
－
ー
ス
ト
．
ラ
リ
ア
国
民
の
期
待
を
す

ご
’
・
越
・
凡
た
も
の
」
ノ
た
、
二
田
心
い
ま

す
　
今
、
比
り
．
㌔
ん
は
一
九
九
・
八
年
開

解
の
k
野
田
筆
才
リ
ン
ピ
フ
ク
を
楽

し
み
に
㌧
て
い
る
で
し
ょ
う
　
た
ふ
ん

長
野
r
ゴ
、
・
H
乍
の
主
r
は
メ
ダ
ル
を
た
く

ン
デ
ん
獲
得
「
こ
’
毛
・
る
で
」
』
≧
つ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
、
ゴ
ル
フ
は
、

一、

�
Z
〇
円
で
プ
レ
ー
で
き
ま
す

　
ヒ
こ
ろ
て
、
証
か
テ
レ
ビ
で
ゴ
ル

フ
を
見
て
い
ま
す
か
？
私
は
眠
れ
な

い
昨
，
に
テ
レ
ビ
で
ゴ
ル
フ
を
見
れ
ば

な
か
な
か
速
く
眠
れ
ま
す
．
ヒ
て
も

有
効
な
〃
」
た
レ
　
思
い
ま
す
．
私
は

ゴ
ル
フ
を
見
る
よ
り
も
す
る
方
が
好

き
、
夕
．
．
r
。
、
も
、
レ
一
こ
も
．
ト
ア
こ

　
「
　
　
r
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r

す
．
．
最
近
、
私
は
市
役
所
の
ゴ
ル

フ
・
コ
ン
ペ
に
参
加
し
ま
し
た
．
一

八
ホ
ー
ル
を
恐
わ
っ
て
の
私
の
ス
コ

ア
は
ん
ヒ
点
＼
、
参
加
者
の
中
曳
最

悪
の
ス
コ
ア
で
し
た
　
．
．
．
番
ホ
ー
ル

で
は
．
．
回
レ
一
も
一
　
．
点
を
超
え
、
い

ら
い
ら
し
、
　
．
霜
に
フ
レ
ー
し
た
グ

ル
ー
プ
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま

い
ま
し
た
　
ご
め
ん
な
ン
．
」
い
．

　
と
に
か
く
ー
ー
乍
で
は
ゴ
ル
フ
が
す

ご
く
手
甲
の
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
’
そ
う

て
す
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
＼
も
レ
一
て

も
人
気
「
」
す
．
皆
ン
唖
、
ん
は
G
r
e
9
・

N
o
r
m
a
n
を
よ
く
瓶
っ
て
い
る

＼
し
ょ
う
彼
以
外
に
も
有
名
な
選

f
が
何
人
か
い
ま
す
．
日
奪
の
讐
著

て
は
、
ジ
画
．
ン
ボ
尾
崎
選
r
や
小
林

ひ
）
み
置
r
か
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
＼

知
ら
れ
て
い
ま
す
．
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
に
は
ゴ
ル
フ
場
”
な
か
な
か
多
い

「・

ｷ
が
、
ゴ
ル
フ
棟
習
場
は
少
な
い

て
す
班
に
門
脇
は
川
口
場
コ
多
く
、

ゴ
ル
フ
場
が
少
な
い
そ
う
で
す
　
1
1

本
は
狭
い
目
た
か
ら
、
ゴ
ル
フ
場
の

た
め
の
」
地
が
少
な
い
の
て
し
ょ

M・

携
＼　　　　　

O
島
関
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
ゴ
ル
フ

う
．
ま
た
、
た
ぶ
ん
一
の
事
の
’
．
し
め

に
軍
衣
．
の
ゴ
ル
フ
場
の
使
用
柱
叫
．
一
た
へ

亦
塾
謡
い
の
で
し
ト
，
・
つ
．
ね
．
例
え
ば
豪

京
地
域
r
・
は
、
ほ
レ
一
ん
レ
一
力
．
、
．
乃
円

二
．
．
ヒ
．
九
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ド
ル

ー
A
S
｝
以
ト
た
そ
う
「
・
す
　
「
砧

じ
ら
れ
な
い
！
一
な
ん
一
コ
ル
フ
を

す
る
た
め
に
、
そ
ん
な
金
額
を
払
わ

な
け
れ
は
な
ら
な
い
の
で
し
，
う

か
　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
「
、
は
．
．
．
・
A

S
〔
約
．
．
財
　
　
．
り
一
　
」
J
U
」
ラ
｝
｝
／
．
・

　
　
、
『
　
　
　
一
　
　
　
　
　
1
　
　
　

「
　
　
　
　
　
r

高
い
、
二
思
わ
れ
て
い
ま
す
　
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
の
弔
均
ゴ
ル
フ
場
使
用
“

は
．
．
九
一
．
八
A
＄
　
祠
．
．

．
一
．
四
〔
　
’
円
　
　
＼
山
ヲ
．
ッ
で
九
、
」
り

私
は
、
ゴ
ル
フ
の
た
め
に
二
う
い
う

二
三
を
出
し
た
く
あ
の
．
ま
せ
ん
　
し

か
し
、
．
．
．
万
円
ヒ
比
べ
た
ら
か
な
．
、
一

か
潔
い
＼
す
．
ね
．

　
私
は
日
本
に
い
る
問
、
決
し
て
い
果

占
小
で
は
コ
ル
フ
を
し
な
い
て
し
、
，

う
．
ま
た
、
テ
レ
ノ
」
の
ゴ
ル
フ
放
二

を
見
な
け
れ
は
、
そ
の
代
わ
．
■
に
日

4
…
の
勉
強
や
他
の
仕
雅
の
f
偏
を

す
る
こ
ヒ
が
で
き
る
で
し
ょ
う

重盈弁難塾璽無漏割團〕鼠］
　市では、契約更改に伴い空き区画となる市民農園

の補充募集を行います

　市民農園は、農業者以外の人々が農地を利用して、

野菜や花づくりなどの農作業を行うことにより、自

然とのふれあい、高齢者の生きがいづくり、児竜・

生徒の情操教育など、多様な目的に利用していただ

くとともに、農業に対する理解を深めていただくた

めに市が開設している農園です，

入園の時期■5月上旬

農園の内容■丁一区画の．面積　25nf

　　　　　「貸付期間　　　1年間
　　　　　．互．．・区画の貨料　年2，000FI

募集区画■10区画程度

応募資格■H向市に住んでいるノ∫

応募方法■はがきに「市民農園入園希望」と明

　　　　　記のうえ、住所、氏名、年齢、冠活
　　　　　番り・を記入して

　　　　　〒883H向．riゴ本町10番5号市企画課

　　　　　へ郵送するか持参してください
募集期間■4月1日から20日まで

その他■応募者多数の場合は、：事務局で抽選

　　　　　を行い、当選者に連絡します
問い合わせ■4ゴ企画課（費内線2216）

農園の場所

エ
イ
ズ
と
闘
う
心
が
ま
え
を

　
感
染
力
の
弱
い
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
で

す
が
、
た
だ
の
感
染
症
を
こ
れ
ほ
ど
ま
で

に
社
会
的
な
病
気
に
し
て
し
ま
っ
た
の

は
、
私
た
ち
の
責
任
と
い
え
る
で
し
ょ
う
．
．

　
今
や
エ
イ
ズ
は
モ
ラ
ル
や
理
屈
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
人
前
で
大
い
に
語
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
で
す
．
．
だ
れ

に
で
も
起
こ
り
得
る
病
気
で
す
か
ら
、
も

う
無
関
心
で
い
た
り
、
他
人
事
と
考
え

た
り
し
て
い
て
は
、
身
を
守
る
こ
と
に
は

な
り
ま
せ
ん
　
怖
い
の
は
エ
イ
ズ
と
い

う
病
気
と
エ
イ
ズ
に
対
す
る
偏
見
と
差

別
で
す
．
決
し
て
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
や
エ
イ
ズ
患
者
で
は
な
い
の
で
す

予
防
は
あ
な
た
し
か
で
き
ま
せ
ん

　
「
愛
が
あ
れ
ば
何
も
怖
く
な
い
」
こ

れ
は
エ
イ
ズ
に
関
し
て
は
あ
て
は
ま
り

ま
せ
ん
。
エ
イ
ズ
は
私
た
ち
成
人
だ
け

で
な
く
、
将
来
の
子
孫
に
も
影
響
を
及

ぼ
す
こ
と
を
考
え
る
と
、
愛
が
あ
れ
ば
な

私
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
生
き
方

㊤④（実
Acquired（後天性）

Immune　（免疫）

Deficiency〔不全）

Syndrome（症候群〉

HIVに感染するかどうかは，

ひとりひとりの認識にかかって

いるといっても言い過ぎではあ
りません。正しい知］識をもつて，

感染予防に心がけましょう。

の．塞けいウ　得隈　せ射すに沖合イ　開感　リズイキジて　エウ者と．逃真れお

二｝題都鴛論ん艇鴛賢舘港肩穏湾脚イイ轄懸麗
で
あ
る
限
り
、
性
行
為
を
す
る

エ
イ
ズ
は
だ
れ
に
で
も
起
こ
－
ー
ー

の
で
す
、

ズ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
の
弱
い

ス
で
、
日
常
生
活
で
感
染
し
な

を
思
い
起
こ
し
、
戊
し
染
籔
雁
路
だ

け
れ
ば
よ
い
の
矢
す
か
ら
、
．
小

パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
こ
と
は
な
い

ズ
5
6
日
後
に
出
て
く
る
目
和
見

も
そ
れ
ぞ
れ
有
名
な
治
療
薬
が

れ
て
い
ま
す

と
こ
ろ
、
エ
イ
ズ
の
治
療
は
工

発
症
を
で
き
る
だ
け
涯
ら
せ
、

た
目
和
見
感
染
症
を
早
期
に
治

こ
と
で
す
．
さ
ら
に
身
近
な
人

ら
れ
て
感
染
者
の
雷
神
が
安
定

と
が
、
治
療
効
果
に
大
き
な
影

ぼ
す
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
り
ま

り
、
感
染
予
防
に
は
力
を
い
れ
な
け

写
り
ま
せ
ん
．
あ
．
い
ま
い
な
愛
や
卸

年
目
・
田
を
超
え
て
、
．
人
ひ
と
り
が

写
に
強
く
生
き
る
行
動
を
と
る
こ

こ
れ
以
ヒ
エ
イ
ズ
ウ
イ
ル
ス
感
染

山
さ
な
い
最
良
の
方
法
で
す

ル
ス
と
人
間
の
知
恵
比
べ
で

ズ
を
予
防
す
る

　
日
本
で
エ
イ
ズ
の
治
療
薬
と
し

用
さ
れ
て
い
る
泉
は
、
A
Z
T
〔
ア

デ
ミ
ジ
ン
）
と
d
d
I
（
ジ
デ
オ

り
ノ
シ
ン
〕
で
す
　
こ
れ
ら
は
エ

ワ
イ
ル
ス
を
抑
え
る
薬
で
、
エ
イ

邪
を
遅
ら
せ
、
延
命
の
効
果
が
あ

6
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財光寺南地区の遺跡

文化財についての間い合わせば市社会敦育課（費内簾2424）へ

　
本
年
度
か
ら
、
財
光
寺
湿
地
．
区
の

h
地
区
画
整
理
．
亨
芽
か
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
、
そ
こ
で
今
回
は
、
同
地
区

の
遺
跡
に
つ
い
て
少
し
紹
介
し
て
お

き
た
い
と
思
い
ま
す
，

　
ま
ず
財
光
寺
地
区
は
大
部
分
が
砂

地
で
、
し
か
も
標
高
が
十
メ
ー
ト
ル

を
越
え
る
よ
う
な
所
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
、
、

　
ま
た
一
皆
は
海
の
底
だ
っ
た
」
と

も
．
思
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
な
か
な

か
人
が
住
ん
で
い
た
と
は
考
え
に
く

い
よ
う
で
す
、
と
こ
ろ
が
、
　
一
昨
年

か
ら
綿
密
に
地
区
内
を
踏
毒
し
て
み

た
と
こ
ろ
意
外
な
ほ
ど
た
く
さ
ん
の

遺
跡
が
見
つ
か
り
ま
し
た
．

　
こ
の
う
ち
田
道
刷
目
ゲ
線
と
目
豊
本

，
根
に
霞
ま
れ
た
丸
池
、
た
原
、
割
野

の
各
地
で
は
占
い
時
代
の
砂
丘
跡
・
こ

考
え
ら
れ
る
微
高
地
か
ら
縄
文
時
代

後
期
（
約
五
照
年
箭
｝
の
ト
器
片
が

採
集
さ
れ
て
い
ま
す
．
、

　
ま
た
赤
宕
川
べ
り
の
岩
洲
と
い
う

所
の
飼
材
畑
て
は
占
墳
時
代
頃
の
土

器
片
が
直
径
ト
メ
ー
ト
ル
凋
の
範
囲

か
ら
ま
と
ま
っ
て
採
集
さ
れ
て
お

り
、
当
時
の
堅
．
穴
住
居
跡
が
す
ぐ
ト

の
地
中
に
眠
っ
て
い
る
も
の
と
r
想

さ
れ
て
い
ま
す
．
．

　
さ
ら
に
木
原
∴
．
．
枝
団
地
北
側
の

茶
畑
や
菰
町
田
、
そ
れ
に
割
野
の
畑

地
、
そ
れ
に
松
原
の
警
「
小
著
官
舎
西

側
の
空
き
地
な
レ
一
か
ら
も
、
や
は
り

縄
丈
晦
代
か
ら
L
口
墳
貯
代
に
か
け
て

使
わ
れ
て
い
た
i
器
の
破
片
が
ま
ん

べ
ん
な
く
北
見
さ
れ
て
い
ま
す
．
．
．

　
し
か
も
こ
の
地
区
に
は
「
平
田
」

や
「
南
μ
敷
」
、
「
中
ノ
丸
」
な
ど
の

よ
う
な
く
ヒ
国
的
に
見
ら
れ
る
中
世
の

城
跡
や
館
跡
の
地
名
が
あ
り
ま
す

し
た
が
っ
て
、
こ
の
方
面
か
ら
の
追

求
も
必
．
要
で
、
本
市
の
発
展
に
．
不
可

欠
な
区
画
藍
理
と
こ
れ
ら
の
遺
跡
の

凋
和
や
保
護
対
策
が
真
剣
に
検
討
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て

い
ま
す
．
、
今
後
と
も
市
の
文
化
財
調

企
や
保
護
施
策
に
ご
理
解
・
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
．

（
鰻
塒
醜
区
か
畠
．
、
た
）

　　　　　　　　　平成5年度

　　　　　　　　決　　定

　．平成5年度日向市スポーツ賞の受賞者が決定しま

した。この賞は、国際的、または全国規模の公認の

スポーツ彦兄技会において、卜位入賞、または優秀な

記録を樹立し、その功績が顕著で市民に深い感銘を

うえた市内の出身者、または在住者もしくは団体に

対して授与するものです．、

　今年は、ド表の1団体、5個人が選ばれ、3月16

1i市長室において表彰されました。

日向市スポーツ賞受賞者 〔敬称略1

氏名（団体名） 受賞理　由
県立日向王業高校　』賊・年度全国高｝肝幸1奪創（会31

男子ソフトボール部　第．i8［［1咽民体創く会1少糊．∫・31．「朔

甲斐明子　 ｛．国・1学校1巽抜大会柔道競技

　　　　　〔†公　　原ナ　　女f・個人5Gk．．1超邦覆　　3位

柏　田　熊　藏
〔　｝　l　IrlJ台）

剃咽脚「・・テうン7紀　艇fl鱈μ汰会

1［｝けm・3侍　．杖跳・211㌧し1幅跳・3位

秋吉． �ﾍ　　剃。膿、而ンズltヒ議徳以三、

　　　　　（」ヒ　　阿jつ　　5〔」〔レDm　　3f疏

．三．

㍼ﾍ裕　4［砂年レスリ．腿琳
　　　　　〔原　町）　．i2kq級優勝

三　島　知　晃　　　全国少年レスリング選f椿

　　　　　〔原　町）　15kl」級優勝

愛の
こ寄伺
　　　　く敬称略〉

香典返し（2月28日目　　在）

〈社会福祉協議会純分〉

負松胃高原諸口承斤花・ワ1高切西経け」高這
t㌦根綜腎勢，町芹。、暮2禺爵』酵

荒径　児小編旧是高・卜明佐近鈴占rl夕乏Ψ

竹．永　　西倉高澤イ（III　ll団　藤木田村．野麦

　
　
直

　
　
馨

美
恵
f

フ
ヂ
．
r

政
待

謬
介

モ
　
　
　
　

イ
　

．
1

眞
．
．
．
男

τ
良

末
次
郎

セ
ツ
．
r

　
　
b
ひ

マ
キ
ノ

府
匪ハ

ル
エ

シ
ヅ
ミ

ァ
サ
エ

1㍉∴罰淫・：与1震聖牟

唾細

　　
r

▲リニア国内最高速度更新

2月22日，無人の新型リニアMLUOO2N型が、美々津

の実験センターて実用型としては国内最高の爵速
423㎞を達成しました一

2日後の24日には、さらに8㎞速い時速431㎞を更新

しました，

＼’ 「

ラ墜オト

＝＝ユース

レ日向市民文化講演会

3月4日，市文化交流センターて日

向市民文化講演会か行われました．

今年は、映画監督「羽仁　進」氏の9次

自然に学ふもの’層というテーマで講

演があり，会場に集まった市民は熱

心に聞き入っていました，

▲火災予防に花の種を配布

3月2日、春の火災予防の一環として，

三樹面長や消防団、富高保育園の園児

らか，市内4カ所て、花の種を配布し

火災予防を呼びかけました，

☆広報ひゆうがに載った
写真を差し上げます。

触
m

Q・　
き
6

▲富高小の児童が福祉体験学習

2月24日、冨高小学校の児童ら約50人

か，特別養護老人ホーム「永寿園」を

訪れ、お年寄りと一緒にゲームや歌を

楽しみました。

★連絡先／市企画課・広報統計係容52－2111内線2213

献血は心の贈りもの
　　4月のスケジュール

5日火　旭化症二業日向化石工場　10：00～16：00

12日火　九州電力日向電電所　丁0：00～13：00

　　　日向製錬所14：30～16100

15日全　東ソー日向工場　9：00～14：00

　　　北部港湾事務所14：30～16：00

2D日水　日向市役所：成分　10：DO～16：20

2月中の交通事故舶赫

発　L　死　亡　負傷者　物損事故

　12件　　O人　　21人　　115件

｛一14；　1±〔｝｝　　｛一17｝　〔一2〔1

一止まって確認、無事故に挑戦一

平
成
六
年
事
業
所
名
簿
整
備
調
査
に
ご
協
力
を

　
四
月
．
．
卜
目
現
費
文
、
八
F
鼻
口
い
っ
せ
い
【
ー
ノ
軌
名
　
斗
偏
…
凋
　
か
↑
仔
わ
れ
ま
す

　
四
月
中
句
か
ら
調
査
員
が
・
、
一
か
が
い
ま
す
の
一
　
〕
協
力
を
お
原
い
し
ま
す

▲還暦おめでとうございます

3月13日、市中央公民館て還暦式が行

われ，還暦を迎えられた：市内の684人

の方々をお闘いしました、今年夫婦て

還暦を迎えた三樹市長か「還暦は一つ

の節目てす，これからも頑張ってくた

さい．」とあいさつしました．

〈
児
童
向
け
V

▽
オ
バ
ケ
ち
ゃ
ん
の
本
の
オ
バ

ケ
ち
ゃ
ん
▽
ザ
・
エ
フ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー
▽
ね
ん
ね
こ
ン
・
、
っ
し
や

れ
▽
あ
か
ち
ゃ
ん
に
も
で
き
る

や
さ
し
い
手
あ
そ
び
▽
お
ん
な

の
こ
っ
て
な
あ
に
？
お
と
こ
の

こ
っ
て
な
あ
に
？
▽
ナ
イ
チ
ン

ゲ
ー
ル
▽
あ
か
た
ろ
う
の
一
・

2
・
3
の
3
・
4
二
」
▽
つ
き

の
ぼ
う
や
　
　
　
　
　
ほ
か

く
一
こ
向
け
〉

▽
マ
ー
ト
ブ
ー
・
自
由
を
求
め
て

五
百
．
κ
卜
H
（
B
・
マ
ム
ー

デ
で
、
W
・
ホ
フ
ァ
⊥
▽
サ
ッ

開
館
時
間
博
平
日
が
午
前
9
時
半

か
ら
午
後
6
時
半
ま
で
．
、
土
・
日
は

午
前
1
0
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

休
館
日
一
1
毎
週
月
曜
日
と
毎
月
1

日
、
祝
日
も
．
、

図
書
■
に

　
　
　
お
い
で
よ
’

4

チ
ャ
ー
同
顧
録
（
M
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
｝

▽
ひ
と
り
家
族
（
松
原
惇
．
古

▽
新
年
の
挨
拶
（
大
江
健
一
．
．
郎
｝

▽
気
軽
に
家
庭
で
作
れ
る
中
華

料
…
理
〔
周
富
徳
｝
▽
印
象
派
の

宝
庫
バ
ー
ン
ズ
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
フ

ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・
カ
シ
ヤ
ン
｝
▽

㍍
融
．
只
仔
〔
ス
コ
ッ
ト
・
ト
ウ
ロ
i
｝

▽
時
代
の
に
お
い
〔
森
毅
）
▽

オ
ー
ド
リ
ー
・
ヘ
ソ
フ
バ
ー
ン
の
お

し
ゃ
れ
レ
ッ
ス
ン
〔
た
橘
歩
〕
▽
わ

た
し
の
偏
差
値
ば
な
れ
〔
．
右
井

苗
．
r
｝
▽
・
心
の
鏡
〔
ダ
ニ
エ
ル
・
キ

イ
ろ
▽
幻
の
旅
［
林
切
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
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国民適言の13なし

　経済変動に強い国民年金

健論瑠欝策で）’

　1享和49年、全世界を襲ったオイル

ショックで、日本の物価が著しく高騰

したことはご記憶ですか。当時、公的
年金ではこの事態に速やかに対応して、

その年16．1％、翌50年には21．7％年金

額を引き上げて、年金の実質的な価値・

を守りました。現在、夫婦ふたりの基
礎年金を合わせると月額12万3000円。

平成元年度から、この5年の間にユ1％

もアップしています。

　基礎年金額は、公的年金にしかない

自動物価スライド制によって毎年の物

価上昇率に応じて確実に引き上げられ
ます。また、少なくとも5年に一．・度、

賃金や生活水準の上昇に合わせて年金

額の改定も行われています。

　平成6年度が、この改定の年に当た
ります。

●保健婦だより●

健康づくり推進員研修会で
　　　　　　　　　4人が体験発表

　2月221i、半健康管理センターで117人

の参加を得て健康づくり推進員の研修会

を行いました．研修会では

　下原町区　黒　木　廣　∫㌃さん

　亀崎東区　宮　森　チ　ワさん

　比良区　杉　田　田鶴子さん

　本谷区鈴木君f一さん
の体験発表がありました、

発表の内容は、「推進員の役目について

理解できた」、「地区と行政とのパイプ役

ができた」、「地区の協力体制で人集めが

うまくいった」、「推i進員として検、診を勧

めたところ、病気を早期発見することが

でき喜ばれた」などでしたそれぞれに、

推進員の大切さを実践の中から感じてい

たようでした

　gF成6年1月から新たに各地区から健

康づくり推進員が誕生します．　　　，

　なかなか結果があらわれにくい地道な

活動ですが、だれでもでき、そしてとて

もた切な存在の健康づくり推進員です．

皆さんのこ．協力をお願いします．

11

外国産米の
　　　　　　　　　　　　　　　Φ炊き方

　匿界て生産されているお米は、日本型の中・短制二tジャポ

ニカ〕樺とインド型の長半・1・：〔インディカ1種にた別されます．

　インド型のお米は、長粒で細く、炊いたとき粘りの少ない

のが特徴です．これに対して、日本型のお米は、粒が短くて

太く、炊くと粘りがあるのが特徴です．

　タイフ．が少し違う外国産米でも、水加減や浸漬時隣1など

ちょりとしたし夫で、li本のごはんと1・FIじように、あるいは

日本のごはんに近づいた味が味わえます．

‘， い

圃■キチンとお米を計る
　1カップU8〔｝c．clのお米の重｝1｛：は、国産米では約16〔1、1、

外国産米のジャポニカ種では約15〔〕～155、1，インデで力種で

は約1．15．1と、種類によって違う．最初の計量は近要なポイ

ント！

一手早く洗う
　洗米をゆっくりやるとごはんがヌカ臭くなる　最初はたっ

ぷりの水で4～5回軽く混ぜるように洗って水を捨て、2回

目からは、やや手早く短時間でかきまぜて洗う．この動作を

3～4回繰り返し、その後3回くらい水を変えてすすぐ．最

後はしっかり水気を切る、

一水加減（最大のポイント）
外国産米は、国産米より少し多い水加減になる．

米（カップ）水（カップ）

国 産　　米 1

ジヤポニカ種
1

インデで力種
1

1．2

L25

1．3

容量比

20％増

25％増

30％増

※インディカ種か21卜～3い％フレンドされた場合は，ジャホニ

　カ種］けけり。より少し多座）の木加減になる．

一たっぷり水に寝かせる
　国産米は、夏なら3〔」分程度、冬は1～2時間水につける．

外国産のジャポニ二種は国産米とほぼ同時間でよいが、イン

デで力種〔20％～30％のブレンド含む｝は、若レ長くする

　時間のないときは、・10℃程度のお湯につけると冬でも1時

「酎ほどて；よし・

一じっくり蒸らす
　ごはん粒の水分を均・にするためにじっくり蒸らす．蒸ら

しの機能がない炊飯器でもスイッチが切れてからm～15分程

度蒸らす．

一しゃもじでほぐす（最後の仕上げ）
　底の方からごはんをつぶさないようにたきく混ぜて余分な

水分を逃がすと、蒸れ固まってまずくならない

“
ノ、

ウ

㌧ぺ舗’
を

轟
．

戸．　　套一

ru．二【＝．【）

　　　’）「

つ　㌧

一一一「

㌧　o

一
）

昼
）

o

．愈テミ
r喝　く＝シ
卍）幽

「冨1、

ー
ノ

じ

女

L
・
方

曳
浸

み，　　4
　　千丁目ん（21歳）

　　　　　東村歯科医院勤務

。輌謬嶽簾轟・
誤懇緊譲国薫
鍵謙雛鎧額酒を

　　爆撃　バスケットボールチーム餉クラブ⑪

，発足はいつですか

　昭和49年、県リーグが開始されたのと同時に発

足しました＝

ワPRをどうぞ

　現在、男壬部員15名と．女∫・部些15名です。県リー

グや市内の交流試合を目標に練習しています，

　今、人気のスポーツですが、女ジ部員が少ない

ので部員を募集しています＝バスケットボールの

好きな人、また健康のため、ストレス解消のため

に何かスポーツをやりたいと思っている人、　・度

練習を見に来てください．練習は、週2回火曜日

と金曜日に午後7時半から日向中で行っています．

スポーツで流す汗は、とても気持ちいいですよ

　バスケットボールを・緒に楽しみましょう．

（
花
ケ
丘
V

三
股
保
夫
・
京
子
さ
ん
の

長
女
・
由
紀
子
ち
ゃ
ん
（
9
歳
－
カ
月

次
女
・
佳
奈
子
ち
ゃ
ん
（
3
歳
－
o
カ
月

遭
一

）
燈
．
、
．
λ 適

今、日本舞踊を習ってるの．．

ときどき、姉妹ケンカもす

るけと佳奈ぢやんか大好き
なの．

お母さんから一言

思いやりのある優しい子に
育ってほしいて弓ね、

日
向
つ
子

　
劣
τ
ん
け
ち

⑩

）
ノ

オ
ム
F

と‘ま．

＜
＜
ん

r・ iご閥r

ハ。・

車が大好きて，ミニカーを

たくさんもっているんた、

それとね，7月にはお兄
ぢやんになるんたよ，　　、

（
曽
根
町
1
丁
目
）

近
藤
晃
央
・
初
美
さ
ん
の

長
男
・
嵩
細
く
ん
（
2
歳
8
カ
月
）

　類

ﾀ

、画
お父さんから一言　　　　ρ

だれからも好かれる子供に
なってほしいてすね、

φ．

《．

70



情μ報目あ織れ1品目れ市役所は容52－2111（代表）です。

お
し
ら
せ

●
固
定
資
産
課
税
台
帳
を
縦
覧

．
平
成
6
年
度
固
定
資
産
課
税
台

帳
を
4
月
1
日
か
ら
2
0
日
ま
で

縦
．
見
し
ま
す
一
、
皆
さ
ん
の
資
産

が
正
し
く
登
録
さ
れ
て
い
る
か

確
か
め
て
く
だ
さ
い
．

縦
覧
で
き
る
の
は
、
固
定
資
産

の
所
有
者
か
そ
の
同
居
家
族
、

納
税
管
理
人
、
ま
た
は
こ
れ
ら

の
方
の
委
任
状
を
も
っ
た
方
に

限
り
ま
す
．

場
所
1
一
市
税
務
課
と
細
島
、
岩

脇
、
美
山
河
支
所

期
間
ド
4
月
－
日
か
ら
2
0
日
ま

で
（
た
だ
し
、
L
、
一
起
i
ま

　
　
　
　
　
　
　
一
町
　
ー
ー

除
く
　
各
爆
口
は
、
4
月
4
日

力
ら
6
日
ま
で
　

時
間
1
1
㍗
前
8
時
脚
分
か
ら
竿

後
5
時
ま
で

料
金
一
1
無
料
，
た
だ
し
、
コ
ピ
ー

が
必
要
な
と
き
は
ユ
枚
蜘
円
，

問
い
合
わ
せ
1
1
市
税
務
昧
〔
容

内
線
2
1
i
3
・
2
1
1
4
｝

※
．
平
成
6
年
度
は
、
固
定
資
産

税
の
第
1
期
の
納
期
が
、
5
月

制
日
と
な
り
ま
す
、

●
水
道
課
へ
の
届
け
ば
お
早
め
に

禾虚」’　「『

節，㍍
’
くご　。

迎入
へ　　　　　ロモ　ほ

　　ダ　ロ尺．．∫・

引就
つ職
越・
し転
が勤
多の

く
な
り
ま
す
．
．
慌
た
だ
し
い
B

が
続
き
ま
す
が
、
忘
れ
て
な
ら

な
い
の
が
水
道
の
届
け
出
で

す
．
、
あ
わ
て
な
い
よ
う
に
、
早

め
に
届
け
ま
し
ょ
う
．

〈
届
け
出
の
方
法
V

引
っ
越
さ
れ
る
と
き
1
1
引
っ
越

し
1
1
の
3
～
4
H
前
に
市
水
道

課
に
お
電
明
く
だ
さ
い
．
．

引
っ
越
し
て
来
た
と
き
1
1
予
納

金
1
8
5
4
円
（
目
径
爲
、
－
～

2
5
、
－
の
場
合
）
と
印
鑑
を
も
っ
て

水
道
課
に
お
い
で
く
だ
さ
い
，

新
築
・
増
改
築
を
さ
れ
る
と
き

1
1
市
の
水
道
r
事
指
定
店
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
．

そ
の
他
変
更
が
あ
る
と
き
1
1
市

水
道
課
に
ご
連
絡
く
だ
y
・
」
い
，

問
い
合
わ
せ
け
市
水
道
課
〔
容

内
線
2
6
4
2
・
百
通
掲
．
5
2

2
8
一

●
電
話
お
願
い
手
帳

N
T
T
で
は
、
「
電
誘
お
願
い

手
帳
」
を
発
行
し
、
市
福
祉
事

務
所
と
社
会
福
祉
協
議
会
に
そ

れ
ぞ
れ
5
0
部
ず
つ
贈
り
ま
し

た
．
．
こ
の
手
帳
は
、
耳
や
．
言
葉

の
不
自
由
な
方
や
お
年
寄
り

が
、
外
出
先
で
用
件
や
連
絡
先

な
ど
を
書
い
て
近
く
の
人
に

「
わ
た
し
の
代
わ
り
に
電
話
を

し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
す

る
と
き
に
使
う
も
の
で
す
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
，
ま
た
、
こ
の
手
帳

を
利
用
し
た
い
方
は
、
市
福
祉

事
務
所
と
市
民
課
、
ま
た
は
社

会
福
祉
協
議
会
の
窓
日
に
お
越

し
く
だ
さ
い
．
、

問
い
合
わ
せ
ば
、
市
福
祉
事
務

所
（
倉
内
線
2
ユ
7
1
〕
へ
．

●
犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

犬
の
放
し
飼
い
は
で
き
な
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
．
最
近
市

内
で
は
、
放
し
飼
い
の
犬
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
．

四
月
か
ら
は
、
各
小
学
校
に
新

一
年
生
が
登
校
し
て
来
ま
す

が
、
こ
の
ま
ま
で
は
、
通
学
路

な
ど
一
．
」
思
わ
ぬ
事
故
に
結
び
付

く
こ
と
も
あ
る
の
で
は
と
心
配

し
て
い
ま
す
，
犬
を
飼
っ
て
い

る
ご
家
庭
で
は
ご
注
意
く
だ
さ

い
．

　ゆ　つ1聯繋1
　　選○亭務所は、選挙の当日においても、当

r該投○所を設けた場所の入ロから300メート

　ル以外の区域に限り、設置するこ○ができ
　る。　　　　　　　　　　　（法第132条）

　　上の○にはどんな文字があてはまります
　か？答えをハカキに書いて　〒883日向市本　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　

　町10番5号　日向市役所選挙管理委員会あて

@4月11日までにお出しくたさい。正解者多数

　のときは，抽選で3人の方に記念品をさしあ　1

1げます，　　　　　　　　　　　　　　　」
　　なお、八カキには住所・氏名・年齢と電話　｝

　番号をはっきり記入してください。

．．　先月号は「票」「を」「と」が正解で、応募

　3人、正解3人でした。次の方に記念品をさ
　しあげます．　　　　　　　　　（敬称略）　｝

　1武下敬荘（永江町）2柏田和雄（向江町）　1
．　3甲斐住子（花ケ丘）　　　　　　　　　　　1
「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
し一～＿．二＿中二～く．ド＿一一＿　　…　　　．．＿●

12

●
「
許
し
ま
せ
ん
、
白
い
粉
一
・
」

　
「
通
し
ま
せ
ん
、
黒
い
武
器
一
」

麻
薬
、
覚
せ
い
剤
、
大
麻
な
ど

↑
日
い
短
い
の
汚
染
が
、
　
一
般

市
民
や
海
外
旅
行
者
の
間
に
広

が
り
、
ま
た
、
け
ん
銃
（
黒
い

武
器
）
に
よ
る
犯
罪
が
多
発
し

て
い
ま
す
「
白
い
粉
、
黒
い

武
器
」
は
、
弔
穏
な
H
常
生
活

を
脅
か
し
、
健
康
な
人
の
心
身

を
む
し
ば
み
、
い
ず
れ
も
凶
悪

な
犯
罪
を
引
き
起
こ
し
、
平
和

な
市
民
生
活
を
破
壊
し
ま
す
．

「

まちにうるおい
下水道課からのお願い

◇融資あっせん額を増額しました

　従来のあっぜん額では，排水設備の工事ができない家庭が
増加していることから、限度額を50万円から80万円に引き上

げることになりました。

◇3年経過しても融資が受けられるようになりました

　供用開始から3年経過している家屋でも融資が受けられ
利子補給も下記のとおりになりました。

《利子補給率表》

補給・千

1α．）％

8｛〕％

5〔，％

処理．開始の公示のHから
しF罫ワヒrの日までの期間

1舟モ上ン、1勺

1年を経過し2年以内

2年を経過したもの

※その他、くわしくは市下水道課〔君内線2622）へお問い合

　わせください。

　　．　　　T　　　「　　　「

せ
～

ら
0

〃を
兀
’

お
ア
置

ン
A

均
隅一

〔
〔

メ
∩
）

刀
F

ン
～

イ
ー

こ
れ
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
が
密
輸

人
y
・
」
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
．
．

「．

窒
｢
粉
、
黒
い
武
器
」
を
撲
滅

す
る
た
め
、
市
民
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
．
「
港
や
空
港
で
乏

し
い
人
物
・
．
不
審
な
船
舶
・
車
な

ど
一
見
た
ら
聞
い
た
ら
税
関
（
8

記
2
7
1
8
｝
へ
．

●
ご
存
じ
で
す
か
つ
・
最
低
賃
金

県
に
は
、
県
内
の
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
歯
．
」
れ
る
宮
崎
県
最

低
賃
金
と
、
特
定
の
産
業
に
働

く
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
産
業

別
最
低
賃
金
が
あ
り
ま
す
．

最
低
賃
金
は
、
パ
ー
ト
・
ア
ル

バ
イ
ト
・
．
臨
時
な
ど
を
含
め
た

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ

ま
す
．
使
用
者
は
、
こ
の
最
低

任
貝
金
額
以
上
の
賃
金
を
労
働

者
に
芝
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
．
．

◇
宮
崎
県
最
低
賃
金

　
　
1
　
　
7
「
’
　
　
　
　
4
ウ
ー
ウ
冨
0
一

　
　
一
　
　
・
客
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
時
同
額
　
　
　
5
2
8
円

◇
産
業
別
最
低
賃
金

　
▽
肉
製
品
・
乳
製
品
製
造
業

　
　
1
　
ぎ
　
　
4
4
2
6
1

　
　
i
　
　
’
得
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
」
♪
日
り
．
占
口
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
臣
陛
客
　
　
　
5
5
4
F

　
▽
製
糸
業
・
紡
績
業

　
　
1
　
．
頁
　
　
4
4
5
8
り

　
　
　
　
か
久
u
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
時
間
額
　
　
　
5
5
8
円

　
▽
電
気
機
械
器
具
製
造
業

　
　
日
額
　
　
1
5
3
9
円

　
　
時
間
額
　
　
　
5
6
8
円

　
▽
各
種
商
品
小
売
業

　
　
日
額
　
　
1
4
3
5
円

　
　
時
間
額
　
　
　
5
5
5
円

　
▽
自
動
車
小
売
業

　
　
一
　
．
貞
　
　
4
6
4
6
り

　
　
一
　
　
安
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
時
間
額
　
　
　
5
8
1
円

絹
皆
勤
，
当
、
通
勤
手
当
、
家

族
手
当
、
時
間
外
・
休
巨
・
深

夜
労
働
に
対
す
る
賃
金
、
賞
与

等
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、
な

ど
は
、
最
低
賃
金
に
算
入
さ
れ

ま
せ
ん
．

※
最
低
賃
金
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
ば
宮
崎
労
働
基
準
局
賃
金

課
盃
0
9
8
5
・
2
1
2
2
0
5
〕

ま
た
は
、
延
岡
労
働
基
準
監
督

督
（
君
0
9
8
2
湖
3
3
3
1
）

岱●
船
員
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

乗
船
勤
務
中
に
職
務
上
で
死
亡

さ
れ
た
商
船
の
殉
職
船
員
遺
児

に
援
護
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
，

出
生
か
ら
高
等
学
校
を
通
常
の

期
間
に
よ
り
h
竿
業
す
る
ま
で
の

期
間
、
一
入
月
額
8
千
円
で
す
．
．

そ
の
他
、
入
学
記
念
品
代
と
し

て
小
学
校
に
人
学
し
た
と
き
3

万
円
、
中
学
校
・
高
等
学
校
に

入
学
し
た
と
き
に
そ
れ
ぞ
れ
1

万
円
を
贈
り
ま
す
．

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ば
、

・
1
1
本
殉
職
船
員
顕
彰
会
（
容

U
3
－
3
2
3
4
－
0
6
6
2
）

へ
．
．

●
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
規
制
　
　
●
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
者

市
道
五
卜
猛
神
社
・
．
長
江
線
が

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
と
な
り
、
車

両
の
通
行
を
禁
止
し
ま
す
．
．

こ
の
市
道
は
、
財
光
寺
小
・
中

学
校
児
童
生
徒
約
三
百
人
の
通

学
路
で
す
．
通
学
児
童
生
徒
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
市
民

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．
．

規
制
場
所
1
1
財
光
寺

しス東 至

．
㌧

延
岡

モチ
t．’ 葛鍋

ノ
静柳 ココ 嗣三指

五一猛 毛
舶社 二 屋

「
口重 市道五十猛神社
暑

ゴ嚢 長江線
’ 醤

ヨ
豊

本
潔 妄

妄
工

・主還年 崎

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を

設
置
す
る
方
に
対
し
、
一
定
の

条
件
の
も
と
に
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
．
、
こ
れ
は
、
水
辺

の
汚
染
の
し
な
原
因
に
な
っ
て

い
る
生
活
排
水
処
理
対
策
と
し

て
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置

し
や
す
く
し
た
も
の
一
．
」
す
．
．
設

置
し
よ
う
と
す
る
方
て
、
次
の

条
件
に
畝
当
す
る
方
は
、
申
請

し
て
く
だ
ン
こ
い
．

〈
設
置
条
件
＞

丁
公
共
ド
水
道
の
認
．
吋
膏
画
区

域
を
除
く
市
内
全
域
で
谷
販
売

の
目
的
で
な
い
専
用
住
宅
に
含

厚
生
省
の
指
針
に
あ
っ
た
①
m

人
槽
以
ド
の
小
型
合
併
処
理
浄

化
槽
を
⑤
祈
た
に
設
鷹
す
る
場

合
で
す
．

補
助
金
額
、
申
請
方
法
、
施
「

方
法
な
ど
く
わ
し
く
は
、
市
健

康
管
理
課
（
容
内
線
2
－
5
6
〕

ヘ
一
．

ぼ
し
ゅ
う

て
み
ま
せ
ん
か
．

と
き
1
1
4
月
3
H
∴
卜
前
m

時
受
付
（
雨
天
の
場
合
は
中
止
｝

と
こ
ろ
1
1
日
向
岬
グ
リ
ー
ン
．
ハ
ー
ク

参
加
方
法
陛
小
・
中
・
高
校
生

及
び
一
般
で
先
着
．
∵
日
名
（
小

学
校
1
～
4
年
生
は
、
父
兄
同

伴
の
こ
と
｝

参
加
料
1
1
無
料

表
　
彰
目
当
部
門
〔
小
学
校
1

1
3
F
「
卜
」
、
　
弓
－
～
｝
〕
．
卜
卜
「
、

　
「
　
吃
／
「
　
　
’
　
　
　
　
　
卜
　
　
．
　
　
　
　
〔
ノ
「
　
　
ノ

中
学
・
高
校
・
一
般
の
3
部

門
〕
ご
と
に
3
位
ま
で
賞
状
と

メ
ダ
ル
を
’
理
学

　
　
　
才

問
い
合
わ
せ
匡
日
向
地
．
区
B
B

S
会
・
新
名
〔
参
5
1
．
8
7
7
1
〕

●
周
知
屋
・
財
光
寺
児
童
ク
ラ
ブ

規
制
開
始
日
1
1
4
月
5
日
か
ら

規
制
時
間
ロ
午
前
7
時
1
0
分
か

ら
竿
前
7
時
5
0
分
ま
で
〔
日

曜
・
休
日
を
除
く
）

規
制
の
内
容
1
1
車
両
通
行
禁
庄
．

〔
軽
車
両
を
除
く
）

●
第
1
3
回
日
向
市
大
声
大
会

毎
年
恒
例
の
転
向
市
た
声
た
会

が
今
年
も
行
わ
れ
ま
す
　
太
平

洋
に
向
か
っ
て
、
お
な
か
の
底

か
ら
思
い
つ
き
り
大
声
を
出
し

肝
管
ク
ラ
ブ
は
、
児
童
が
放
課

後
帰
宅
し
て
も
保
賦
者
が
仕
事

な
ど
で
ん
琢
庭
に
い
な
い
小
学
校

低
学
年
児
童
の
健
全
育
成
を
図

る
た
め
、
遊
び
を
通
し
て
児
戸

の
育
成
指
目
丁
を
し
ま
す
、

現
在
、
目
知
屋
児
竜
セ
ン
ダ
ー

と
財
光
年
小
…
「
．
r
校
空
教
室
に
て

開
設
し
て
い
ま
す
の
＼
、
日
知

屋
固
、
日
日
屋
東
小
、
財
光
与

小
の
輿
車
が
」
に
対
象
と
な
り

ま
す
．
ご
希
望
の
方
は
、
申
し

込
み
を
お
願
い
し
ま
す
．

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
1
1
市

福
祉
事
務
所
（
8
内
線
2
1
6

3
｝
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レ市政ニュース・行事は市政テレホンサービス倉52－2000へ

　歯科医師会だより
　／計回は．ブリ．ノジについてのお話し

です　ブリッジは固定式ですので．噛

も・カも強く違和感も少ないた変都合のよ

い入れ歯です　しかし、【ピしいf吏い方

やお乎入れ方法を知っ一ぐいるかどうか

で随分寿命が違ってきます

　支えとなる歯の歯髄榊経｝を残し

たときには．しばらく熱いものや冷たい

ものを食べるときにしみて痛みがありま

すが、酋＝通徐々にしみなくなってくるの

で心配いりません　しかし、冷たい水

など痛みを感じるものは避けて歯髄が

小さくなるのを待ってください．

　次に歯髄をとった歯を支えに使うとき

には歯がもろくなっているので．氷や飴

玉など硬い食物は避けてくださいフ．

11ッジが入った日から何でも自由に食べ

られるわけではありません，始めはヒ｝」

に噛めているかどうか全く感覚的に分

かりません，自由に噛めるようになるに

は2週間くらいかかるでしょう　また味

も金属の昧がしておいしく感じられませ

んが2～3日目するど旧れると思いまrケ

　噛み合わせが高いようだけど入れた

ばかりだからとか、そのうち慣れるから

と思って放置していると食物をうまく噛み

砕くことができないばかりか、支えに使っ

た歯の寿命を短くします　さらに進むと

顎の関節の病気を引き起こす原因にも

なります　噛み切れが悪か・．）たり、食

事がうまくできないと感じたら歯科医院

でもう．．一度噛み合わせのチェ．ノクをしてく

ださい

○乳幼児の健康診査
　3か月児健診（毎月第2・4金曜日）

日　時◇・1月8日、22日　　13：10～U：00受付．

場　所◇日向市健康管理1ン｛實内線2181・2182）

文す　琴ミ◇gi勺戊6fトユ月’ヒま才し

　7か月児健診（毎月第3金曜日）
B　　ll寺◇4月15日　　　　　　　　　　13：10～14：00受イ才

上腕　　ゆ〒◇日lrりll∫四物ξ㌃鳶；理；「．〔含1勺辛泉2181・21821

対　象◇平成5年9月生まれ

　1歳児健康相談（毎月1回、誕生の翌月）
目　　日志…◇4月　6　日〔刀（〕　　　　　　13：10～14：〔〕0’受イ弓．

士易　　F舜◇・lI「自Jrlf健駐ξ管理：1「〔麿ド」辛泉2181・2工821

対　 象◇斗勺茂5年3月生まれ

　1歳6か月児健診（毎月1回、誕生の翌月）
日　　ll寺◇4　月2011〔71（〕　　　　　　13：1し）～1．窪：〔〕0受fJ’

土易　 F可テ◇日1呵Ilf健康午｝理1「．〔81勺辛泉2i81・2182タ

文↓　薯ミ◇」i勺戊4奪三9／」硅モまゴし

　3歳児健診（毎月第1金曜日）

r

1
目
勿
L
J

ー
ト
」
文

1時…ぐ＼4　月　7　11〔イく，　　　　　　13：1｛，～14：00受fJ．

母f◇．日lrIn†∫三智ξ午～三王里1．．〔麿1勺辛泉2181・2182〕

象◇平成2年12月生まれ

04月の休日在宅医

　3か月児・7か月健康診査
　・身体、1閑1」．身長・1卒、重

　・問　　　診

　小り己f1・医診察

　集［・1甘旨導

虐・　　一
「痂糠相談
　身体、、1．i則　　・問、1参

　・育［，1己柑、、1ゴ　　「．．」毒．二．

謹i繋　1

　1．8

1．9＝＝

主
と

■
■

■ところ

晦か朋．癩盤診査1
　・三才体．11．1・1』・日脚・「’拝｝診察

　．‘Ilh∫壇ミ・1」馳．；1歩1与

　　　　　　　．■
婆・母子健康手帳も忘れずにノ

，

　　親子映写会
　　1お母さんは太．陽
　　　ぴ　　　　ヨらけ

　　2キュリー夫．人物語
　　　アニメーシうン・2．り分

催市中央公民館・日向夏郷ライブラリー

き　4月20日（水）19；00～

　　市中央公民館　視聴覚室

　　　　　　　　　　　．ノ

「璽・モ（4月）

3日

川i

17u

24日

29日

古賀内科胃腸科（奮毫81181　長田医院1耳鼻・肛1たi喉科容歪．

〔｝266）大久保医院｛外・胃腸網倉325338）血石病院q人1・放・

Il乎「吸手十容1；3　1365｝

ドiJ洋クリニック｛泌尿・理学診療科8倉　54881　日1中り丙i；完〔「勺・

放・精神・神経科倉薦22工D　I目11」内科〔内・小児・胃1三二

盈52．〔｝880〕　篠原医院〔産婦・肛：門科君酌1059｝

モケ尻医院〔整外・理！i；：診療科a詑555の　康田【ケ量院〔産婦

人科容～37788｝　松岡医［；完〔内科倉籠．54〔［力　1’｛田医院1皮・

泌尿器科奮523785）

浦卜医院｛内・外・胃腸科容諺2936）稲原医1亮〔眼科8宰．
2209タ　1較島4丙F完　叶計巨神。内・方1（身f辛泉科實南．680D

黒木医院（内科倉奪6〔1551萩原眼科〔倉1そ172221i［i元医

院〔小児科麿詔61）66｝　ノぐF医院〔内・整外・理学診療科容
琵3337／

　国定資産税の第1期納期限は1

　　　　　　5月31Bとなります．．

1一納税で住みよい日向のまちづくり一
一．一　　　　　　一．　　　　　　　　　　．」

　　人口と世帯　’．：　㌃、．．．
l
H
．

人

帯

‘
ノ
｝

∫
ξ

故　　19『92け111∫二

目　　　「8．152　人

27，i26　ノ、

31，［121iノ、

211

．一
狽r

一．． Sけ

一12

※当番医が変わることがあります。テレホンサービス（費53－1214）で確認を。

今月の表紙

　3月13日、市勤

労1？少年体育セ

ン　 ターrでi∫オ．）オし　．

た県四噛卜的弓着

た会の模様です　　．一

　会場は、

加があり、

ていました

r
■
I
I
l
o
・
1
■
I
I
l
■
l
l
」噴

県内外から約350人の参

熱気と緊張感てあふれ

予防接種日程表の訂正について　1

搬凝』鑓雛、並灘；
なっていましたので、お詫びして訂IKi

します　　　　　　　　　i
　　　　　　　　　　　　　　　．で

　　ピリオド　　㊥
心うかれる侭てすね　でも新㌧い生

活の始ま；1でもあるので、気持ちをひ

き㌧ダ）rこ」・きま㌧よう　穿芋：二交」些「拝占隻

：二は気を／♪；＋ま㌧よう　　　　　　、Y
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